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　先月号に引き続き、今月号ではコメの海外輸出に関する特集をお送りする。今回の記事は前号から一転して、ミ
クロな視点を盛り込んだ。マイナー中のマイナークロップとはいえ、世界中に流通しているジャポニカ米がどのぐ
らいの価格帯で売られているのか、さらに日本産米と米国産米、スペイン産米等はどのぐらい価格差があるのか、
さらにどのような食のスタイルの中でジャポニカ種は食べられているのかなどといったことについて、世界各国在
住の日本人に協力を仰ぎ、調査を実施した。
　さらに、すでに輸出を実現している農業経営者に、輸出実現にいたるまでの経緯と現状、さらには今後の戦略に
ついて話を聞いた。なお、取材時期と春作業の時期が重なったため、残念ながら今号では記事にすることができなかっ
た輸出事例もいくつかある。それらは次号ないし次々号以降で掲載する機会を設けていく予定である。
　海外に顧客を持つことは決して夢物語ではない。あなたにもできるコメ輸出の可能性をぜひ感じてもらいたい。

取材・文／橋本哲弥　まとめ／紺野浩二
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や
っ
ぱ
り
み
ん
な
は
あ
な
た
の
コ
メ
を
求
め
て
い
る
？

世
界
各
国
に
お
け
る
日
本
産
米
と
外
国
産
米

価
格
面
で
国
際
競
争
力
が
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
日
本
産
米
。
ゆ
え
に
、
輸
送

費
や
関
税
等
の
問
題
を
差
し
置
い
て
も
、
コ
メ
な
ん
か
輸
出
し
て
も
無
駄
と
い

う
意
見
が
横
行
し
て
い
る
。
だ
が
実
際
に
は
ど
う
な
の
だ
ろ
う
か
？　

も
し
か

し
た
ら
、
多
少
で
あ
れ
ば
高
く
て
も
食
べ
た
い
と
思
う
人
も
い
る
と
い
う
事
実

を
都
合
良
く
無
視
し
た
思
い
込
み
か
も
し
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
？　

そ
の
よ

う
な
観
点
か
ら
各
国
在
住
の
日
本
人
に
ア
ン
ケ
ー
ト
協
力
を
依
頼
し
、
日
本
産

米
、
さ
ら
に
は
ジ
ャ
ポ
ニ
カ
米
が
持
つ
価
値
に
つ
い
て
調
査
を
行
な
っ
た
。

マーケット分析
　

個
別
の
回
答
は
次
頁
以
降
に
掲
載
し
て

い
る
が
、
価
格
は
高
い
と
は
い
え
、
日
本

産
米
を
入
手
し
た
い
日
本
人
が
少
な
か
ら

ず
い
る
と
い
う
事
実
が
分
か
っ
た
。
今
回

の
ア
ン
ケ
ー
ト
協
力
者
の
中
に
は
、
現
地

で
日
本
食
文
化
を
広
め
る
活
動
を
さ
れ
て

い
る
料
理
研
究
家
も
複
数
お
ら
れ
た
が
、

そ
の
方
々
か
ら
は
日
本
産
米
が
よ
り
普
及

す
る
た
め
の
建
設
的
な
ア
イ
デ
ア
を
い
た

だ
い
た
の
で
、
こ
こ
に
紹
介
す
る
。

 

「
ド
イ
ツ
人
は
コ
メ
を
『
炊
く
』
の
で
は

な
く
、
パ
ス
タ
の
よ
う
に
『
ゆ
で
る
』
方

法
で
料
理
す
る
こ
と
が
多
く
、
こ
れ
で
は

日
本
の
コ
メ
の
美
味
し
さ
が
味
わ
え
ま
せ

ん
。き
ち
ん
と
し
た
料
理
法
を
伝
授
す
る
、

日
本
の
炊
飯
器
と
抱
き
合
わ
せ
で
普
及
さ

せ
る
な
ど
ソ
フ
ト
面
で
考
慮
で
き
る
部
分

が
多
い
」（
ド
イ
ツ
）

 

「
ロ
ン
ド
ン
に
住
む
お
び
た
だ
し
い
数
の

中
国
系
移
民
（
多
く
が
富
裕
層
の
子
息
）

に
対
し
、
日
本
産
米
を
中
国
食
材
店
経
由

で
売
っ
て
行
く
方
が
現
実
的
の
よ
う
に
思

う
」（
英
国
）

「
パ
ン
で
も
全
粒
粉
パ
ン
な
ん
か
を
好
む

人
も
お
り
、
ブ
ラ
ウ
ン
ラ
イ
ス
（
長
粒
種

の
玄
米
）
を
注
文
す
る
米
国
人
も
よ
く
見

か
け
ま
す
の
で
、
国
産
の
玄
米
も
市
場
が

あ
り
そ
う
」（
米
国
）

 

「
日
本
食
＝
寿
司
と
い
う
固
定
観
念
を
覆

す
よ
う
な
日
本
食
メ
ニ
ュ
ー
が
も
っ
と
一

般
的
に
な
る
よ
う
に
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

す
る
必
要
か
も
」（
イ
タ
リ
ア
）

各国在住の日本人に送ったアンケート

Q１：�日本から輸入された日本産米は現地にあるか？　またそ
の品種・産地・価格は？

Q２：�日本産米以外のジャポニカ米の品種・産地・価格は？

Q３：�あなた自身はどのようにして日本産米を手に入れている
か？

Q４：�日本産米は現地に住む人の感覚として、高いか安いか、
それとも適当な値段か？
もし高いと思う場合は、どれぐらいの価格だったら魅力
ある商品となるか？

Q５：�身近な外国人の友人の日本産ジャポニカ米に対する印象
や評価はどのようなものか？
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特集　探そう、あなたのお客さんは世界中にいる　チャレンジ！コメ輸出

Ａ１：この辺りのスーパーには、中粒米のカリフォル
ニア米しか置かれていませんが、オーガニック食材を
扱う専門店、ホールフーズ、スプラウトといったお店
では、品種や産地などは書かれていませんが、ジャポ
ニカ米が自分でビニール袋に入れて購入するというス
タイルで売られています。中には、「寿司米」といっ
て売られている場合もあり、総じてその場合は少し高
めに設定されています。オーガニック食材は日本同様、
特別にオーガニックにこだわる人のみでなく、価格も
最近とてもお得に設定されており、利用者が増え、い
わゆる一般消費者層のスーパーと同じようなところに
位置しております。残念ながら、日本から輸入された
日本産米というのは手に入らない様です。
Ａ２：デンバーダウンタウンにある日本食材店では、
オンラインでもジャポニカ種の販売を行なっていま
す。15 ポンド（6.8 ㎏）で 22 ドル（約 1,700 円）
前後で売られています。前回足を運んだ時には、50
ポンド（20 ㎏弱）で、70 ドル（約 5,600 円）で売
られていました。これは珍しいサイズです。前後とい
うのは、これは『玉錦』という、3 つ有るうちの中レ
ベルのコメで、こしひかりと夢心地をかけ合わせたブ
レンドの、カリフォルニア産のお米となっていて、こ
れより一つランク下の夢心地は『夢』という名前で
20 ドル（約 1,600 円）、一つ上は『望』がありまして、
こちらはコシヒカリのカリフォルニア米で、23 ドル

（約 1,840 円）ほどで売られています。同種のコメは、
アジア食材店でも同じような値段で売られておりま
す。
Ａ３：私はカリフォルニア産のジャポニカ米を購入す
るか、もしくはカリフォルニア米（中粒種）を購入し
ています。
Ａ４：日本産米は手に入らない、入りにくい環境です
が、カリフォルニア産のジャポニカ米を考えてみて、
値段の方は高くなってきたな、と感じます。周りの友
人達も特に玉錦を購入する家が多いですが、錦という、
中粒種を使っている友達も多いです。私自身は、今回、

『夢』から『錦（中粒種）』にダウングレードしました。
日本産のジャポニカ米としては、15 ポンドで 30 ド
ル以下ならば購入を考えるかと思いますが、値段だけ
比べてみて、他のお米が 20 ドルあたりで買えるとす
ると、そこを日本産米だから、とその10ドルを出すか、
というと、意見が分かれると思います。可能ならば、
カリフォルニア産のこしひかりあたりと匹敵するくら
いの値段（20 ドル前後・約 1,600 円）ができたら、
購入者はぐんと増えると思います。

米国（コロラド州）
意外にも主要都市以外では日本産米
を入手しにくい現状をどう見る？

Ａ１：ジャポニカ米は流通していますが、イタリアで
純然たる日本産を手に入れるのは一般の人は難しい。
Ａ２：中華食材店でイタリア産のジャポニカ米や交配
米が数種売られていますが、産地はパダノ平野やロン
バルディア、ピエモンテなど北イタリアなどです。価
格は10kgパックで25～30ユーロ（約2,500～3,000
円）ぐらい。
Ａ３：イタリアは他の欧州主要国に比べ、日本食材を
見つけるのが困難で普通のスーパーでは手に入らない
ので、中国食材店（日本食材も多少は置いてあります）
で買います。中国食材店まで行けないときは、近くの
スーパーにある日本産米に近いイタリア産米で間に合
わせるときもあります。RIBE、ORIGINARIO という
種類は丸くて比較的日本米に近いです。
Ａ４：ジャポニカ米は多少高いですが、あまり大きな
差ではなく、気にならない程度です。
Ａ５：イタリアには米食文化があるので、ジャポニカ
米に対する興味は大きいと思います。寿司が大ブーム
のため、家庭でもチャレンジしたいと思っている人は
多く、それに適したコメのニーズはあります。

イタリア（ローマ）
コメ生産が盛んだが日本食の普及は
遅れ気味。これからが狙い目か。

Ａ１：チェンマイでは日本からの輸入物は見かけない
が、バンコクにはある。
Ａ２：店頭に並んでいるのがササニシキ、あきたこま
ち、その他無記名のもの。いずれも産地はチェンライ

（タイ北部）。価格は５㎏ 250 ～ 300 バーツ（約 625
～ 750 円）前後。「Rimping（リンピン：日本でいう
ところの紀伊国屋 ?!）」スーパーや「Tops（トップス）」、
大型スーパー「Tesco Lotus（テスコロータス）」な
どで売られている。
Ａ３：現地生産の日本米を買っている。上記のスーパー
で簡単に手に入る。生産会社がいくつかあり、味にバ
ラツキはあるが、それなりにおいしい。
Ａ４：高い。ただし、和食は「高い」というイメージ
があるので、多少高くても好きな人は買うと思う。
Ａ５：日本食はもっちりしているので人気がある。中
には「タイ米の方が香りが良い」という人もいるが、
比較的好評。

タイ（チェンマイ）
経済成長で富裕層も増えつつある。
米食文化の中での差別化が課題か。
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Ａ１：デュッセルドルフなどの日本人駐在員の多い都
市は別として一般的なドイツの都市では日本産米は販
売されていません。イタリアでジャポニカ種が多く生
産されているというのが主な理由です。昨今の寿司
ブームでもイタリア産短粒米が高級食料品店などで

「スシ・ライス」として売られています。
Ａ２：ドイツはジャガイモが主食と思われがちですが、
ソースがたっぷりの料理を食べる時などはコメも多く
登場します。これらメインの食事で用いられるのは長
粒種。しかし、以前から「Milchreis（ミルヒライス）」
として短粒種も食される。これは日本で言うミルク粥。
牛乳といっしょにコメをゆで、仕上げに砂糖とシナモ
ンをふって食べるというもの。この短粒種の多くもイ
タリア産で、手ごろな価格でどんな小都市のスーパー
でも手に入り、私も和食の際は、日本食材店で購入し
たカリフォルニア産のジャポニカ米と混ぜ、日本の炊
飯器で普通に炊いて食べている。味・香り・歯ざわり
など違いはほとんどない。ドイツでは寿司はまだ特別
な食事ととらえられており、ミルク粥用の短粒米で寿
司ができることはあまり知られておらず、私が時々
行っている日本食ワークショップでも紹介すると、実
は身近な食材で寿司ができることを知り、みんな驚き
ます。これらの短粒米は 500g ～ 2kg のパッケージ
で販売され、1kg あたりの価格は 2 ～ 3 ユーロ（約
200 ～ 300 円）が平均価格。
Ａ３：日本食材店でカリフォルニア産コシヒカリを購
入、ごく普通のスーパー、または有機食材店にてイタ
リア産短粒米（ミルヒライス用）を購入し、両方を混
ぜて使用しています。ちなみに日本食材店では、アメ
リカから輸入するほうが安価と説明しています。アメ
リカ産のジャポニカ米のおおよその値段は 5kg あた
り 17 ユーロ～ 20 ユーロ（約 1,700 ～ 2,000 円）。
Ａ４：こちらで日本産米を見たり購入したりしていな
いので、値段の比較はできませんが、日本食材店の店
主から聞いた話では日本産米を輸入したとしても送
料・関税などの関係から高くつき、品質的にさほど変
わらないカリフォルニア産の日本種米やイタリア産米
との競争に勝てないのではないか、とのこと。
Ａ５：ドイツ人は何らかのかたちで短粒米を食べたこ
とのある人が多いため、比較的たやすく受け入れられ
ています。私の場合、来客があるときなど、和食をふ
るまうことが多いですが、日本の炊飯器で炊いたご飯
をみんな美味しく食べてくれます。もちろん寿司への
関心は高く、さきごろキールに日本人と韓国人のオペ
ラ歌手がオープンしたおしゃれな日本・韓国レストラ
ンは予約がなかなか取れないほどとか。

ドイツ（キール）
食材として認知されている。多少食
味が落ちる品種でも需要ありか？

Ａ１：日本産米はほぼ日本食材店にしかない。バンクー
バーやトロントなどの大都市、また、中国系のスーパー
なら 1 種くらいは輸入ものが置いてあるが、メジャー
なスーパーにあるのも国宝ローズと錦という 2 ブラ
ンドで、いずれもカリフォルニアの中粒種。
Ａ２：国宝ローズと錦がカナダでは 2 大ブランドで、
産地はカリフォルニア、パッケージは 1 ㎏、2 ㎏、5
㎏から 10 ㎏まであり、1 ㎏のもので 6 ドル（約 480
円）。2 ㎏のものでセールで 10 ドル（約 800 円）。
Ａ４：高いですね。家計が厳しい時は、コメが切れて
も日本食材店で買うと高いので、スーパーで安い国宝
ローズを買います。5 ㎏で 10 ドルくらいだったら嬉
しいですね。ちなみに上述の健やか玄米は 5 ㎏で 20
ドル（約 1,600 円）くらいします。
Ａ５：ほとんど、国宝ローズか錦で済ませていると思
います。実際に手巻きや散らし寿司などを作っている
のでもない限り、日本人でも白米をわざわざ炊く人は
少なくなって来ていると思います。日本食レストラン
の寿司でもこちらではブラウンライスで作られたもの
を好む人が多いですし……。

カナダ（ビクトリア州）
日本食レストランが多いが、カリフ
ォルニア米での代用が多い。

Ａ１：欧州では日本産米は、日本食材店か韓国食材店
限定でしか売られておらず、山形のはえぬきかあきた
こまち、あとは魚沼産こしひかりなどプレミアム米し
か来ておりません。山形のはえぬきの場合、ブリュッ
セルの日本食材店で５㎏ 26 ユーロ（約 2,600 円）程
度。あとベルリンの韓国食材店ではあきたこまちが５
㎏ 33 ユーロ（3,300 円）程度で売られてます。
Ａ２：日本食料品店ではカリフォルニア産の錦という
無洗米、ひのでというイタリア米、その他スペイン産
米が売られている。韓国食品店では韓国米とカリフォ
ルニア米、中国食料店では中国産の米が売られている。
ジャポニカ米につきましてはイタリア産のものがトル
コ食料品店や普通のスーパーマーケットではイタリア
産のリゾット用ジャポニカ米が５㎏で５ユーロ（約
500 円）。日本のお米に一番近い韓国人がカリフォル
ニアで作ったコメは 10 ㎏ 28 ユーロ（約 2,800 円）。
Ａ５：一緒に住んでおります欧州人のパートナーの女
性、その友人の例ではジャポニカ米に慣れると腹持ち
も良くヘルシーなのでジャポニカ米なしでは生きて行
けなくなっております。

ハンガリー（ブダペスト）
東欧の中でも日本への関心が高い国
だが、まだハードルは高いか。
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Ａ１：日本からの輸入米ですが、５㎏約 40 ユーロ～
50 ユーロ（約 4,000 ～ 5,000 円）。秋田県産のあき
たこまち等です。魚沼産コシとかはもっと高いと思い
ます。たまにセールで 30 ユーロ（約 3,000 円）位に
なる時もありますが、私には高いので買えません。日
本ではコメを買う事が全くなかったので、この金額は
私にはとても高い。パリの日本人街と呼ばれるオペラ
の日本食又は韓国食品を扱うお店で販売されていま
す。
Ａ２：日本産でないジャポニカ米は、イタリアかカリ
フォルニア産が主です。数年前から販売されているイ
タリア産の「ゆめにしき」を買っています。これは日
本人が稲作を教えにイタリアまで行って、そこで作付
けなど１から指導して日本の方式で作られたものと
か。金額は５㎏ 20 ユーロ（約 2,000 円）10 キロで
37 ユーロ位です。先日はカルフォルニア産のコシヒ
カリを買いました。商品名は「金米」、6.8 ㎏で 24 ユー
ロ（約 2,400 円）でした。
Ａ３：私自身は日本食材店でイタリア産あるいはカリ
フォルニア産の日本品種米を買います。また、私はパ
リで日本料理教室を開いていますが、やはりイタリア
産米を使っています。味がおいしいのはわかるのです
が、やはり高いのがネックです。
Ａ４：やはり高いです。フランスという国は（外食は
高いですが）一般に農産物はかなり安いので余計そう
思います。
Ａ５：一般にフランスの人は「味のないもの」を食べ
るの得意ではありません。また「粘る」ものを食べる
のも得意ではありません。寿司の場合は（酢飯になっ
ているので）別ですが、白飯は彼らにとっては「味の
ない」もの。また、フランス人は口の中で味を混ぜる
ということができません（日本人はご飯とおかずを口
で混ぜますね）。ですから、味がついてないものが本
当に得意ではありません。したがって、白飯には、丼
ものとかでない場合はヤキトリのタレなどをかけて食
べます。それと白飯は彼らにとっては主食ではなく「野
菜」です。日本風のお弁当屋さんで、コメを他の野菜
と取り替えて、というフランス人も見かけます。
　現状では、寿司のブームはフランスではピークはす
ぎたと思います。現在パリは淘汰が始まった感じです
ね。一時のようにネコも杓子も寿司という時期は終わ
りました。まわりの店はいっぱいなのにガラガラな寿
司屋を沢山みかけます。それを考えると、日本産米が
普及するのはフランスでは結構難しい。もっと早く、
それこそ東日本大震災などが起こる前に戦略的に進出
していれば、また事態は違ったのかもしれませんが。

Ａ１：東北地方の農家救済の意味も込めて、当地の日
本食材店で直輸入米が販売されるようになっていま
す。英国における日本食材オンラインショップの「TK
トレーディング」での日本産米の価格は山形県産ひと
めぼれ（編集部註・本誌読者である米シスト庄内の商
品）5 ㎏で約 51 ポンド（約 5,200 円）、魚沼十日町
産コシヒカリ 5 ㎏約 85 ポンド（約 10,450 円）、秋
田県産あきたこまち 5 ㎏約 30 ポンド（約 3,700 円）。
Ａ２：イタリア産ゆめにしき 5 ㎏ 23.48 ポンド（約
2,885 円）、米国産玉錦 5 ㎏ 29.40 ポンド（約 3,612
円）、米国産あきたこまち 10 ㎏ 36 ポンド（約 4,423
円）。
Ａ３：日本産米は以前よりも入手しやすくなりました
が、まだまだ高いので、手が出せません。自宅から近
い中国食材卸商でイタリア産ジャポニカ米もしくは、
カリフォルニア産韓国品種米のいずれかを買っていま
す。普段の暮らしでこれらをまずいと思ったことはあ
りません。
Ａ４：日本産米はカリフォルニア産、イタリア産など
と比べ、価格が倍以上するため高いという印象が拭え
ません。しかし、ホームパーティーなどでわざわざご
飯を炊いて手巻きなどを作る地元の人々はあえて「い
ちばん高くていいコメ」を買って参加者に振る舞うで
しょうから、たとえ高くても普通に売れると考えます。
Ａ５：お寿司がどこでも手に入るロンドンでは、もは
やサンドイッチと同様の「軽めのランチ」の 1 チョ
イスになっています。自宅でお寿司などを好んで作る
英国人も多く、ジャポニカ米は、幅広い世代に受け入
れられているという印象があります。ピクニックにお
にぎりや稲荷寿司を作って持って行っても、いつもと
ても評判がよいです。ロンドン五輪の会場でも「ベン
トウ」が売られるようです。ただ、英国における消費
の実態を踏まえると、イタリア産やカリフォルニア米
を使ったおにぎりやお寿司のデリショップでの小売価
格（値ごろ感）はほぼ確定しており、今のままで日本
産米を使ったデリ商品を売るのは価格的に高くなりす
ぎて現実的に販売は難しいです。本企画の趣旨とは違
いますが、ぜひとも近い将来メイド・バイ・ジャパニー
ズのコメを入手できるように希望します。また、ホー
ムパーティーが浸透
していますから、そ
れ向けの商品として、
巻き寿司キットとと
もに日本産米を販売
するのが一つのアイ
デアかと思います。

フランス（パリ）
寿司に飽き始めた？　新たな米食文
化を早急に輸出する必要あり。

英国（ロンドン）
コメを使ったデリの価格帯が形成さ
れているが、これを打破すべし。
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宮
城
県
北
部
に
あ
る
農
業
法
人
Ａ
社

（
取
材
先
都
合
に
よ
り
匿
名
表
記
）
は
、

２
０
０
８
年
か
ら
始
め
た
香
港
へ
の
輸
出

を
皮
切
り
に
、
海
外
へ
の
売
り
込
み
に
力

を
入
れ
て
い
る
。
転
作
分
の
加
工
用
米
を

新
規
需
要
米
と
し
て
登
録
し
、
新
た
な
販

路
を
見
出
し
た
格
好
だ
。

Ａ
社
社
長
で
あ
る
Ｘ
氏
は
「
転
作
カ
ウ

ン
ト
を
取
り
な
が
ら
、
よ
り
多
く
の
利
益

を
得
ら
れ
る
方
法
と
し
て
輸
出
に
は
魅
力

が
あ
っ
た
。
将
来
は
人
口
減
に
よ
る
消
費

減
も
目
に
見
え
て
い
る
。
い
ず
れ
日
本
の

コ
メ
は
海
を
渡
ら
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ

う
。
な
ら
ば
そ
の
前
に
い
ち
早
く
海
外
へ

売
り
込
み
、
販
売
の
拠
点
を
築
こ
う
と
考

え
た
」
と
話
す
。

き
っ
か
け
は
宮
城
県
主
催
の
商
談
会
で

の
香
港
の
バ
イ
ヤ
ー
と
の
出
会
い
だ
っ

た
。
サ
ン
プ
ル
を
食
し
た
バ
イ
ヤ
ー
が
大

変
気
に
入
っ
た
た
め
、
Ｘ
氏
は
自
身
の
家

に
招
待
し
、
圃
場
を
見
せ
た
り
食
事
を
共

に
す
る
な
ど
、
生
産
す
る
コ
メ
の
魅
力
を

伝
え
た
。
商
談
は
成
立
し
、
バ
イ
ヤ
ー
が

貿
易
業
務
を
行
な
う
商
社
を
紹
介
、
現
地

で
の
販
路
も
開
拓
し
た
。

結
果
、
自
社
生
産
の
平
成
20
年
産
米
約

40
ｔ
（
特
別
栽
培
米
）
を
香
港
へ
向
け
輸

出
し
、
日
系
デ
パ
ー
ト
な
ど
で
Ａ
社
生
産

サ
サ
ニ
シ
キ
が
店
頭
に
並
ん
だ
。
Ｘ
社
長

は
年
に
１
度
視
察
の
た
め
現
地
を
訪
れ
る

が
、
貿
易
関
連
の
業
務
や
販
路
開
拓
は
バ

イ
ヤ
ー
に
任
せ
て
い
る
と
い
う
。

Ａ
社
の
コ
メ
の
価
格
は
、
香
港
で
ト
ッ

プ
シ
ェ
ア
を
誇
る
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
米
の

１
・
５
倍
以
上
で
富
裕
層
に
リ
ー
チ
す
る

商
品
で
極
め
て
ニ
ッ
チ
な
商
品
で
あ
る
。

だ
が
、そ
れ
よ
り
も
大
き
な
問
題
が
あ
る
、

日
本
産
米
の
競
合
だ
。香
港
に
お
い
て
も
、

日
本
国
内
同
様
の
産
地
間
競
争
が
行
な
わ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
現
地
で
の
実
績
が
ほ
と
ん
ど
な
い
、
当

社
の
よ
う
な
後
発
に
は
香
港
で
の
販
路
拡

大
は
厳
し
い
も
の
が
あ
る
」

そ
こ
で
Ｘ
氏
は
、
ま
だ
日
本
産
米
の
流

通
が
少
な
い
国
に
目
を
向
け
た
。
候
補
と

し
て
挙
が
っ
た
の
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
だ
っ

た
。
早
速
商
社
を
介
し
て
現
地
の
日
本
人

バ
イ
ヤ
ー
と
コ
ン
タ
ク
ト
を
取
り
、
09
年

に
約
20
ｔ
を
輸
出
し
た
。
福
島
第
一
原
発

事
故
の
影
響
で
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
の
取

引
も
現
在
停
止
し
て
い
る
が
、
今
年
は
輸

出
で
き
る
見
通
し
だ
。
Ｘ
氏
は
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
で
は
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
向
け
の
販

売
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
て
い
る
。

「
意
外
に
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
現
地
に

は
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
が
少
な
か
ら
ず
あ

り
、
大
間
の
マ
グ
ロ
や
広
島
の
カ
キ
な
ど

ジ
ャ
パ
ン
ブ
ラ
ン
ド
の
食
材
を
扱
っ
て
い

る
。
た
だ
、
コ
メ
だ
け
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

米
と
い
う
店
が
多
い
よ
う
だ
。
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
は
、
い
う
な
れ
ば
か
つ
て
の
中
国
市

場
の
よ
う
な
も
の
だ
。経
済
成
長
著
し
く
、

人
口
増
加
率
が
高
い
。
日
本
産
品
へ
の
信

頼
も
厚
い
」

Ｘ
氏
は
同
様
の
理
由
で
ベ
ト
ナ
ム
の
邦

人
向
け
ビ
ジ
ネ
ス
に
も
目
を
向
け
て
い

取
引
先
と
顧
客
を
海
の
向
こ
う
に
見
つ
け
た

私
た
ち
が
コ
メ
輸
出
に
取
り
組
み
始
め
た
理
由

２
０
１
２
年
現
在
で
、
本
格
的
に
コ
メ
輸
出
に
取
り
組
ん
で
い
る
農
業
経
営
者

は
、
各
道
府
県
に
数
人
程
度
、
と
な
る
と
間
違
い
な
く
１
０
０
人
は
い
な
い
は

ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
10
年
先
、
20
年
先
に
は
国
内
消
費
市
場
が
縮
小
し
て
い

か
ざ
る
を
え
な
い
。
猫
も
杓
子
も
輸
出
を
始
め
よ
う
と
な
っ
て
か
ら
、
考
え
て

も
も
う
遅
い
。
そ
こ
で
こ
の
章
で
は
、
す
で
に
輸
出
を
始
め
て
い
る
農
業
経
営

者
に
、
輸
出
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
、
現
在
の
取
り
組
み
、
今
後

の
展
望
に
つ
い
て
話
を
聞
い
た
。
ぜ
ひ
と
も
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

貿
易
業
務
や
販
路
開
拓
は
一
任

自
身
は
生
産
に
注
力

未
開
拓
の
国
へ
積
極
進
出
し

将
来
へ
の
布
石
を
打
つ

事例紹介

農
業
法
人
Ａ
社
（
宮
城
県
北
部
）

輸
出
先
＝
香
港
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

case1
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特集　探そう、あなたのお客さんは世界中にいる　チャレンジ！コメ輸出

る
。
競
合
他
社
と
な
る
農
業
法
人
が
進
出

し
て
い
な
い
今
の
う
ち
に
販
路
を
開
拓

し
、
日
本
の
コ
メ
＝
Ａ
社
の
コ
メ
と
い
う

認
識
を
浸
透
さ
せ
る
狙
い
だ
。
商
品
名
に

も
ひ
と
工
夫
を
加
え
、「
サ
サ
ニ
シ
キ
」

と
い
う
日
本
国
内
で
し
か
通
用
し
な
い
品

種
名
を
用
い
ず
、
現
地
の
消
費
者
が
日
本

を
連
想
し
や
す
い
商
品
名
で
流
通
さ
せ
、

認
知
度
ア
ッ
プ
を
狙
っ
て
い
る
。

「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ベ
ト
ナ
ム
と
香
港
と

の
最
大
の
違
い
は
、
ま
だ
日
本
産
米
に
希

少
価
値
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。
極
端
な
価

格
競
争
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
の
で
、
利
幅

を
小
さ
く
し
た
り
無
理
な
コ
ス
ト
カ
ッ
ト

を
し
な
く
て
も
い
い
。
輸
出
先
の
国
を
吟

味
し
、
販
売
方
法
を
工
夫
す
れ
ば
香
港
と

同
等
の
価
格
の
ま
ま
で
十
分
勝
負
で
き
る

は
ず
」
と
Ｘ
氏
は
自
信
を
見
せ
る
。

Ｘ
氏
は
輸
出
ビ
ジ
ネ
ス
の
成
功
こ
そ

が
、
地
域
活
性
化
の
鍵
と
考
え
て
い
る
。

「
現
在
転
作
に
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
る
面
積
の

半
分
を
輸
出
用
米
の
生
産
に
当
て
て
い
る

が
、
海
外
で
の
販
路
が
開
拓
で
き
れ
ば
さ

ら
に
増
や
し
た
い
。
転
作
に
応
じ
な
が
ら

可
能
な
、
採
算
の
合
う
事
業
に
な
れ
ば
周

辺
の
生
産
者
も
潤
う
し
、
Ｊ
Ａ
や
行
政
機

関
と
の
あ
つ
れ
き
も
生
じ
ず
、
地
域
全
体

が
う
ま
く
回
る
の
で
は
な
い
か
」

Ｘ
氏
が
販
促
の
た
め
海
外
に
出
か
け
る

姿
を
見
て
、
同
じ
地
域
内
で
輸
出
に
関
心

を
示
す
仲
間
も
い
る
そ
う
だ
。
し
か
し
実

際
取
り
組
み
を
始
め
て
は
い
な
い
。
生
産

者
が
輸
出
に
二
の
足
を
踏
む
理
由
と
し

て
、
Ｘ
氏
は
国
内
の
制
約
が
多
い
こ
と
を

挙
げ
る
。

「
地
方
農
政
局
な
ど
行
政
に
提
出
す
る
書

類
が
煩
雑
過
ぎ
る
。
手
続
き
上
の
業
務
は

極
力
簡
素
化
し
て
も
ら
い
た
い
。
現
時
点

で
は
輸
出
関
す
る
様
々
な
コ
ス
ト
を
考
え

れ
ば
、
米
粉
用
米
を
栽
培
し
て
い
た
方
が

リ
ス
ク
が
な
い
と
い
う
仲
間
も
多
い
。
私

は
そ
の
農
地
で
輸
出
用
米
を
作
っ
た
方
が

儲
か
る
と
確
信
し
て
い
る
。
私
は
生
産
調

整
が
あ
っ
て
も
い
い
と
い
う
立
場
だ
が
、

も
し
国
が
本
気
で
生
産
調
整
を
実
現
し
た

い
な
ら
、
農
業
経
営
者
に
と
っ
て
も
魅
力

が
大
き
い
コ
メ
の
海
外
輸
出
を
容
易
に
で

き
る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
、
改
善
が
必

要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」

コ
メ
輸
出
を
通
じ
て

地
域
活
性
化
を
実
現
し
た
い

安
心
と
安
全
を
考
え
る
会

（
新
潟
県
上
越
市
）

輸
出
先
＝
台
湾
、
香
港
、
豪
州

case2

農業法人Ａ社（宮城県北部）
代表取締役社長　Ｘ氏（60 歳代） 
農業高校を卒業後に就農。昭和 40 年代
から水稲に絞って規模拡大し全量を農協
出荷に当てていたが、1987 年の特別栽
培米制度の発足を機に消費者への直販を
開始。経営規模は 40ha ですべてササニ
シキ。年商約 6,000 万円。香港へのコ
メ輸出は 2008 年より開始。

新
潟
県
上
越
市
の
「
安
心
と
安
全
を
考

え
る
会
」
は
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
中
心
と
し
た

コ
メ
の
輸
出
事
業
に
注
力
し
て
い
る
。
生

産
者
５
人
か
ら
成
る
任
意
団
体
で
、
水
稲

１
０
０
ha
を
生
産
し
年
商
は
２
億
円
を
誇

る
。
同
会
代
表
の
内
山
義
夫
氏
（
㈲
内
山

農
産
社
長
）
は
「
国
内
で
は
農
政
の
動
向

や
需
要
全
体
の
先
細
り
を
考
え
る
と
見
通

し
が
つ
か
な
い
。
一
方
で
海
外
で
は
経
済

成
長
や
人
口
増
な
ど
確
実
に
伸
び
し
ろ
が

あ
る
。
し
か
も
私
た
ち
の
団
体
で
は
メ
ン

バ
ー
全
員
の
後
継
者
が
す
で
に
就
農
し
て

い
る
。
彼
ら
の
た
め
に
も
、
海
外
へ
足
場

を
築
い
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
た
」

と
輸
出
に
至
っ
た
経
緯
を
語
る
。

輸
出
の
き
っ
か
け
は
上
越
市
の
観
光
誘

致
事
業
だ
っ
た
。
台
湾
に
市
の
農
産
物
を

売
り
込
む
提
案
を
受
け
、
こ
れ
を
好
機
と

市
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
受
け
現
地
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
契
約
を
結
ん
だ
。
そ
の

後
日
系
デ
パ
ー
ト
の
会
場
で
開
催
し
た
販

促
イ
ベ
ン
ト
で
成
功
を
収
め
る
。
コ
メ
だ

け
を
た
だ
送
る
の
で
は
な
く
、
直
接
生
産

者
が
現
地
を
訪
れ
て
売
り
込
み
を
し
た
こ

と
が
功
を
奏
し
た
。
内
山
氏
ら
は
２
週
間

の
イ
ベ
ン
ト
の
間
、
会
場
に
常
駐
し
、
炊

飯
し
た
コ
メ
の
試
食
会
を
行
っ
た
り
、
お

に
ぎ
り
を
握
っ
た
り
と
、
バ
イ
ヤ
ー
や
消

費
者
に
自
ら
の
手
で
自
分
た
ち
の
コ
メ
を

Ｐ
Ｒ
し
た
。

「
我
々
の
強
み
は
自
社
生
産
の
、
品
質
が

一
定
し
た
コ
メ
を
販
売
で
き
る
こ
と
だ

が
、
商
社
に
丸
投
げ
で
は
そ
の
魅
力
は
伝

わ
ら
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
私
た
ち
も
自
分

た
ち
の
コ
メ
が
海
外
で
も
通
じ
る
と
肌
で

感
じ
ら
れ
た
。『
新
潟
』
ブ
ラ
ン
ド
へ
の

評
価
も
現
地
で
高
い
こ
と
も
わ
か
っ
た
」

イ
ベ
ン
ト
後
も
販
路
開
拓
の
た
め
会
の

メ
ン
バ
ー
が
何
度
も
足
を
運
び
、
ク
レ
ー

ム
が
あ
っ
た
場
合
は
す
ぐ
に
現
地
に
飛
ん

で
行
っ
た
。
日
の
当
た
る
場
所
に
荷
を
積

ま
れ
る
な
ど
、
不
適
切
な
保
存
方
法
の
結

果
で
商
品
が
劣
化
し
て
し
ま
っ
た
ト
ラ
ブ

ル
も
あ
っ
た
。
日
本
で
は
常
識
で
も
、
海

外
で
は
通
じ
な
い
こ
と
も
多
々
あ
り
、
そ

の
度
に
説
明
も
し
た
。

「
足
し
げ
く
現
地
を
訪
れ
た
結
果
、
商
社

や
バ
イ
ヤ
ー
と
の
信
頼
関
係
を
築
け
た
。

『
モ
ノ
だ
け
出
品
し
て
イ
ベ
ン
ト
に
少
し

現
地
に
直
接
赴
い
て
販
促
、

取
引
先
と
の
信
頼
関
係
を
築
く
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ま
で
価
格
を
下
げ
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ

う
。
実
際
、
台
湾
で
は
そ
の
価
格
帯
の
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
産
米
が
約
10
％
の
シ
ェ
ア

を
占
め
て
い
る
。
規
模
拡
大
、作
業
改
善
、

技
術
革
新
を
図
れ
ば
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
は

実
現
で
き
る
。
具
体
的
に
は
会
全
体
で
面

積
を
今
の
倍
に
す
る
準
備
が
あ
る
し
、
鉄

コ
ー
テ
ィ
ン
グ
種
子
の
導
入
も
進
め
て
い

る
。
価
格
を
も
う
少
し
抑
え
れ
ば
、
消
費

者
が
日
本
の
米
に
乗
り
換
え
る
可
能
性
は

十
分
に
あ
る
。
今
は
輸
出
に
当
て
て
い
る

の
は
総
生
産
量
の
数
％
だ
が
、
将
来
的
に

は
40
％
ま
で
高
め
た
い
」

一
方
で
内
山
氏
は
過
剰
な
値
下
げ
に
は

苦
言
を
呈
し
た
。
日
本
産
米
の
品
質
な
ら

安
け
れ
ば
い
く
ら
で
も
売
れ
る
が
、
消
耗

戦
に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
だ
。

「
私
た
ち
は
１
俵
１
万
円
を
切
っ
て
売
る

つ
も
り
は
な
い
。
他
国
の
コ
メ
に
価
格
競

争
で
劣
る
な
ら
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
る
。
私

た
ち
の
場
合
は
富
裕
層
だ
け
で
な
く
ア
ッ

パ
ー
ミ
ド
ル
の
顧
客
を
持
つ
取
引
先
だ
。

『
高
級
か
ら
、
少
し
高
級
へ
』
が
こ
れ
か

ら
の
テ
ー
マ
に
な
る
だ
ろ
う
」

内
山
氏
は
売
り
込
む
に
は
現
地
へ
赴

き
、
取
引
先
の
バ
イ
ヤ
ー
や
重
役
た
ち
と

会
う
こ
と
が
肝
心
だ
と
い
う
。

「
彼
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
加
わ
る
こ

と
も
大
切
だ
。
そ
こ
で
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
構
築
す
る
努
力
が
欠
か
せ
な
い
。
人

の
紹
介
が
な
い
と
話
も
し
て
も
ら
え
な
い

場
合
も
多
々
あ
る
か
ら
だ
。
海
外
に
お
い

て
も
人
と
人
と
の
有
機
的
な
つ
な
が
り
が

ビ
ジ
ネ
ス
に
結
び
つ
く
の
は
変
わ
ら
な

い
」内

山
氏
は
海
外
で
日
本
の
コ
メ
の
評
判

を
顧
客
の
口
か
ら
直
接
耳
に
し
、
ま
だ
ま

だ
可
能
性
の
あ
る
ビ
ジ
ネ
ス
だ
と
感
じ
て

い
る
。

「
日
本
ブ
ラ
ン
ド
は
ま
だ
評
価
が
高
い

が
、
途
上
国
を
始
め
海
外
の
農
作
物
の
品

質
は
年
々
向
上
し
て
お
り
、
い
ず
れ
低
価

格
高
品
質
の
も
の
を
輸
出
し
て
く
る
。
だ

が
そ
れ
は
も
う
少
し
先
の
話
だ
。
輸
出
を

成
功
さ
せ
る
に
は
時
間
が
か
か
る
。
日
本

の
信
頼
が
あ
る
う
ち
に
、
輸
出
の
実
務
を

担
う
パ
ー
ト
ナ
ー
を
見
つ
け
、
海
外
に
出

て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
す
べ
き
だ
。

今
か
ら
で
も
決
し
て
遅
く
は
な
い
。
チ
ャ

ン
ス
は
い
く
ら
で
も
あ
る
」

顔
を
出
し
た
り
、
大
し
た
販
促
も
せ
ず
最

終
的
に
農
産
物
を
投
げ
売
り
し
て
帰
る
団

体
も
あ
る
』
と
言
わ
れ
た
こ
と
も
あ
る
。

先
方
は
本
気
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
す
る
相
手
を

選
ん
で
い
る
。
こ
ち
ら
の
や
る
気
を
試
さ

れ
て
い
る
」

２
年
後
に
は
輸
出
が
軌
道
に
乗
り
始

め
、
最
大
で
月
２
ｔ
を
輸
出
に
向
け
て
い

る
。
内
訳
は
特
別
栽
培
と
慣
行
栽
培
が

半
々
だ
。
現
在
、
台
湾
の
27
の
店
舗
で
同

会
の
コ
メ
が
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
。

「
海
外
の
取
引
先
は
味
に
対
し
て
の
評
価

が
シ
ビ
ア
だ
。
彼
ら
の
顧
客
で
あ
る
富
裕

層
は
舌
が
肥
え
て
お
り
、
手
を
抜
く
と
す

ぐ
に
わ
か
っ
て
し
ま
う
。
す
る
と
取
引
先

は
黙
っ
て
注
文
量
を
減
ら
し
て
く
る
。
反

面
、
良
い
も
の
を
作
れ
ば
新
し
い
取
引
先

も
紹
介
し
て
く
れ
る
。
取
扱
店
が
増
え
た

の
は
評
価
の
証
だ
と
思
っ
て
い
る
」

同
会
の
輸
出
に
必
要
な
通
関
ま
で
の
手

続
き
、
現
地
で
の
取
引
先
の
開
拓
、
代
金

回
収
な
ど
は
横
浜
の
貿
易
会
社
が
代
行
し

て
い
る
。

「
輸
出
に
際
し
て
原
産
地
証
明
に
必
要
な

工
程
管
理
な
ど
生
産
現
場
で
の
手
間
も
増

え
、
直
接
的
な
輸
出
業
務
に
は
手
が
回
ら

な
い
。
そ
れ
ら
を
委
託
す
る
こ
と
で
我
々

は
コ
メ
作
り
や
販
促
に
集
中
で
き
て
い

る
。
現
在
の
業
者
は
２
社
目
で
、
も
う
５

年
の
付
き
合
い
に
な
る
。
決
済
業
務
に
滞

り
が
な
い
良
い
企
業
だ
。
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー

ト
ナ
ー
と
し
て
非
常
に
信
頼
し
て
い
る
。

貿
易
会
社
の
中
に
も
決
済
が
遅
く
、
対
応

も
悪
い
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
、
パ
ー
ト

ナ
ー
選
び
は
重
要
な
要
素
だ
」　

現
在
、
同
会
の
輸
出
先
は
台
湾
60
％
、

香
港
30
％
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
10
％
。
原

発
事
故
の
影
響
で
タ
イ
と
の
取
引
は
停
止

し
、
取
引
量
は
最
盛
期
の
３
分
の
１
ま
で

減
少
し
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
内
山
氏
ら

は
現
在
も
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
米
国
へ
の
売

り
込
み
や
、
ド
バ
イ
の
展
示
会
へ
の
出
品

な
ど
攻
勢
の
手
を
緩
め
な
い
。
貿
易
会
社

の
仲
介
で
積
極
的
に
現
地
を
訪
れ
、
販
路

開
拓
に
努
め
て
い
る
。

同
会
は
個
人
店
や
百
貨
店
、
日
本
食
レ

ス
ト
ラ
ン
な
ど
様
々
な
業
態
と
取
引
し
て

い
る
が
、
日
本
産
米
は
値
段
が
高
く
販
路

拡
大
の
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
る
。
台
湾
で

は
同
会
の
コ
メ
は
２
㎏
あ
た
り
５
５
０
台

湾
ド
ル
（
約
１
４
５
０
円
）、
こ
れ
は
現

地
産
高
級
米
の
２
～
３
倍
の
価
格
だ
と
い

う
。
そ
の
た
め
に
交
渉
時
に
品
質
は
認
め

ら
れ
る
も
の
の
、
金
銭
面
で
折
り
合
い
が

つ
か
な
い
こ
と
が
多
い
こ
と
も
し
ば
し
ば

あ
る
。

「
も
し
当
会
が
輸
出
量
を
増
や
す
に
は
、

せ
め
て
現
地
の
高
級
米
の
１
・
５
倍
程
度

煩
雑
な
輸
出
業
務
は
委
託

信
頼
で
き
る
パ
ー
ト
ナ
ー
を
探
せ

「
高
級
か
ら
、
少
し
高
級
へ
」

顧
客
者
層
を
絞
り
込
む

安心と安全を考える会（新潟県上越市）代表
有限会社内山農産　代表取締役社長

内山 義夫氏（60） 
1979 年に本格就農。2000 年より規模を拡大し、
コメ専業に。代表を務める「安心と安全を考え
る会」では 2005 年に台湾への輸出を開始する。
経営面積は 31.2ha、うちコシヒカリ 18ha、こ
しいぶき 4ha、みずほの輝き 1.5ha、わたぼう
し 4.8ha、こがねもち 2.4ha 等。年商約 6,000
万円。http://www.uchiyama-nosan.com/


